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１．学校全体で取り組めたこと（    が今年度の新たな取り組み） 

３月 研修計画立案と教育課程編成 教科等指導のNIEを研修の重点事項に 
４月 学活等での若い目の投稿 随時投稿していくことを全体に呼びかけ 
５月 ２年読むのび教室 新聞作りの視点を学ぶ 
６月 修学旅行新聞づくり 学習の成果を新聞にまとめる 
７月 １年読むのび教室 新聞の読み方や魅力について学ぶ 
８月 道徳教材研究の職員研修 補助教材としての新聞の効果を模索する 
９月 ３年新聞感想文コンクール応募 思考・表現の向上を目指す 
10月 ※学級でのスピーチの成果を全体で発表する機会を設けたかったが未実施 
11月 道徳研究授業と職員研修 １年「思いやり」導入や展開で記事を活用 
12月 読むのびコンクール応募 保護者の協力を得て１・２年生で実施 
１月 学活研究授業 １年進路学習職業調べで「かお」を活用 
２月 理科研究授業と職員研修 １年「大地の変化～火を噴く大地～」 

道徳の授業の様子 
８月の職員研修を経て，１１月の研究授業で効果的に新聞を活用できた。「思いやり」で

ボランティアを連想する生徒は多いが，それがニーズに合わない場合もあったことや，ボ
ランティア登録制度の実態を伝える記事を紹介することで，相手の立場に立った行動の大
切さを示唆した。併せてツイッター画面も使ったことについて，新聞の有用性や信頼性と
比較してまだ授業での使用に値するツールではないとする意見が授業研究の中では多くあ
った。 
道徳は読み物の文章量が相当あることを考慮し，資料の真価に迫るための記事収集と見出
しや写真で視覚に訴える利用の仕方を意識し，今後も授業の各場面で活用していきたい。 
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授業者自身が新聞の魅力を感じられたことも成果 



学活の授業の様子 
南日本新聞に毎日掲載される「かお」は様々な職種について知ることができるだけでな

く,やりがいや苦労など,その人がどんな思いを持っているか,どんな経緯で現在に至るかな
どがわかる。職業を調べる活動を意欲的に行っていけるような導入として,全員が違う「か
お」の記事を読み,わかったことから職業マップを作るという活動を行った。南日本新聞の
連載は「グッジョブ」「うちのカイシャ」など職業に関する読み物記事が充実しているので,
調べる過程で活用する,インタビューから記事を作るなど,今後も様々な授業の工夫をした
い。 
～生徒の感想より～  
「新聞を読むと，知らない職業がたくさんあったから他にも知りたくなった。」 「記事を
読んだら，努力が大切なんだと思った。自分の夢とは違う仕事だったけど，自分もがんば
ろうと思えた。」 「何する仕事か知るだけでなく，扱う商品や関わる人などでの仕事のつ
ながりがわかった。」 「みんなで記事を読んだことで，一人一人の考えが少しずつ変わっ
ていくんじゃないかなと思った。」 「スポーツに関わる仕事への興味がわいてきた。」 「ど
の仕事についても苦労はあるだろうが，記事の人みたいに楽しく働けるといいなと思った。」 

「職業に就くまでに様々な
道を経験する人が多いと気
づいた。」 
 
昨年度から，NIE の視点を取り入れた研究授業を職員研修で実施している。校内で研究

授業の機会はあっても，教科や学年が違うと限られた職員での参観となりがちなので，NIE
という共通のテーマを持てたことは職員研修の充実につながった。生徒はスピーチや課題
等で新聞に親しんでいるため，授業で記事を読む活動には積極的に取り組める。国語以外
でも各教科の課題等では新聞を活用しているのだが，教科の授業での活用場面はまだ少な
い。NRTや学習定着度調査の分析の視点としてNIE の取り組みを振り返り，新聞活用を充



実させることと生徒の学力の相関関係について，もっと研究していく必用があると感じて
いる。 
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昨年度は一年生の国語，今年度二年生の国語と継続して
全学級を担当できているので「基礎・基本」と「思考・
表現」の差をなくしていくことを意識してNIEに取り
組んでいる。各教科で「思考・表現」は通過率が低い傾

向にある。改善のヒントになるのではないか。 



２．国語科の継続した取り組み 
 三年間継続している「南風録」の書き写しと感想の週末課題が，「思考・表現」の良いト
レーニングになっている。主体的に取り組めている生徒の感想はどんどん充実していく。 
一年生から三年生まで同じ記事を読んで考えるので難しいと感じる生徒もいるはずだが，
音読したり，設問の解答・解説を行ったりと各学年の担当者が授業でも時間を作ることを
心がけている。単なる○×ではなく，生徒一人一人の考えに応じたコメントができるので
教師にとっても楽しみがある。設問に対する間違いの傾向や，感想に書かれていたことに
ついては国語科で常に意見を交換し合っている。指導法改善のきっかけとなる取り組みで
もある。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二年国語の授業での新聞利用は「パネルディスカッションで自分の意見の根拠となる新聞
記事を探す」「小説から読みとった人物像を『かお』を参考に人物紹介の記事にする」など。 
３．取り組みを振り返って 
 NIE実践指定校として３年目の今年度は,自身の取り組みの一方で他の教師と共にNIEの
授業を作っていくことに力を注いだ。生徒が新聞記事を用いてスピーチをすることが日常
になったように，教師が授業で新聞を活用することを目指しているが,まだ時間と手立てが
足りない。これまで参加した実践報告会等で見聞きしたことが良い材料となり,今の取り組
みがあるので，更に発展させるためにはまず自分自身がもっと学び実践し,発信していくべ
きだろう。継続している取り組みの効果を検討し，可視化することも今後の課題である。 

記事の内容に合わせて設問
を工夫している。指示内容
を抜き出させたり，説明を
求めたり，「記事を読んで終
わり」ではなく「記事につ
いて考えを持つ」ための手

立てをとっている。 


